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論 文 の 内 容 の 要 旨











Withania coagulans、Rhazya stricta、Justicia adhatodaおよび固有種の薬用植物のコラムヨモギ（Seriphidium 
kurramense）をコハートプラトーおよびコラムの近辺における選択パラメータに基づく調査に用いた。コハー
トプラトーのウィダニヤコアグランス、ラジヤシツリクター、コハートプラトーのジャステイシヤアダハト
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本遺伝的多様性および化学多様性、環境、これら三つの要因間の相関を研究した事は独自性が高い。これ
ら 3つの要素の相関分析はこの 4種の薬用植物の何れにおいても重要な相関関係が認められず、独立事象で
あることが考えられた。これらの薬草の潜在的な遺伝的及び化学的多様性の高低のある個体群は生態系の維
持および保全対策についての重要な考慮事項であり、これらは、新規性が高く今後の発展が期待される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
